
地球環境問題と私たちの生活 

　本校の木曜日は弾んだ声が校内に響き渡ります。５・６・７月の木曜日はセントラルスポーツクラ
ブ東松山高坂の室内プールをお借りして水泳学習を実施していることから、天候や気温に左右さ
れることなく、予定通りに水泳学習を行うことができています。子どもたちにとっての梅雨の雨は足
元が悪くなることから嫌がられますが、この期間に雨が降らないと農業や私たちの夏の生活に影
響が出てしまいます。しかし近年、極端な高温や大雨の頻度が長期的に増加する傾向もあるようで
す。そして、このような異常気象の背景には、地球温暖化が関わっていると見られています。 
　 台風による被害や大雨による洪水に見舞われた地域では、大変な苦労をして生活しておられま
す。２０１９年の秋には本校校区近隣でも大変な被害があったことは記憶に新しいです。電気、水道
が自由に使えない生活、停電もありました。このような大規模な災害が起こる異常な気象、地球の
環境について考えたときに浮かんでくる言葉があります。それは「地球（自然）は未来の世代から
の借りもの」という言葉です。「借りたもの」ですから、大切に使い、時期が来たらきれいな形で返さ
なければなりません。しかしながら、近年起こっている様々な災害から考えるとそれは難しいことな
のかもしれないと感じています。 
　 世界中の人々（現在およそ８２億人。予想される2080年の人口は１０３億人前後でピークを迎え
ると見込まれている）が、便利で自由に「たくさん作ってたくさん使う」生活を続けていたら、未来の
子どもたちにこの地球を残してあげられるのだろうか。中東の情勢から、様々な影響が私たちの生
活の目に見えるところに出てきています。有限な資源を大切に使うことは習慣として身に付けたい
ものです。長期休業となる夏休みは、節電・節水を励行できると良いのではないかと考えます。ご家
庭でもお子様と取り組まれてはいかがでしょうか。 
 

一学期の終了にあたり 

　 今学期は急な対応をお願いしたこともありましたが、皆様のご理解、ご協力を賜り、無事に一学
期の終業式を迎えることができました。心より感謝申し上げます。 
　 今年度も生活目標を「元気なあいさつ」とし、機を捉えて児童に指導しております。校内では昨
年度に比べ、児童からの元気なあいさつがさらに多く聞こえるようになりました。ご家族間でのお子
様の「あいさつ」「返事」はいかがなものでしょうか。SNSがライフラインになりつつある現代を生き
る本校の子どもたちには、多様な他者と直接対話のやり取りができる人間に育っていってほしいと
切に願っています。 
　 長期となる夏季休業中は、ご家族がお子様にとって最も身近な教育環境であるという意識で、
人生の良き先輩として、なさりようを示していただけますと幸いです。 
　 本校児童のみならず皆様にとりましても、有意義な夏休みとなりますことを祈念いたします。 

桜山小だより
 【学校教育目標】 

・（知）夢を持ち楽しく学ぶ子 

・（徳）心豊かに思いやる子 

・（体）健康でたくましい子 

　～ともに夢を育む感動体験を通して～
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